
（学校運営協議会・報告様式） 

令和８年度 第２回  白鳥中学校 学校運営協議会 実施報告書 

１ 日 時  令和８年７月２日（木）  ８：００～９：３０ 

２ 場 所   会議室 

３ あいさつ（学校長、委員長） 

委員長： 10月から部活動の地域移行がある。日々、先生方の支援、努力に感謝している。時

間外労働時間の縮減につながるとよい。 

校  長： 子どもたちは落ち着いて過ごしている。挨拶ができる生徒も多い。3年生の修学旅行 

        では、台風が接近している中であったが、適切な判断のもとで対応し、生徒たちも楽

しむことができた。 

４ 協議内容 

（１）生徒指導について「生徒指導の体制および現状について」（生徒指導主事より） 

   生徒指導で大切にしていることは、個々の生徒の背景に何があるかということを考えて、チー

ムとして、学校として組織的な対応をすること。いわゆる生徒指導的な対応よりも生徒支援とい

う対応が必要になってきている。3年生は、徐々に落ち着いてきた。進路に向けて意識も高くな

り、ルールやマナーが守れるようになってきた。2年生は、支援の必要な生徒に対応している。

1年生は、人とのコミュニケーション面でトラブル。特にスマホでモラルやマナーが守れていな

い。夏に校区研修会があるので、小中で連携して取り組んでいきたい。 

【感想、質疑応答】 

 ・朝の会の様子を見て、予定黒板に学習予定がきちんと書かれており、カバンもロッカーに入っ

ている。昨年に比べると、改善されていると感じた。3年生は落ち着いて真剣に学習できている

と感じた。 

 ・高校では、制服を着るように指導しているが、体操服で登校してくる生徒が多い。中学校での

ルールは？→市内の中学校では、夏の間は授業時も体操服で過ごすところが多い。本校では、

朝の会までに制服に着替えるよう指導をしている。 

（２）時間外労働の縮減について 

 ・部活動地域移行が 10月から始まるが、子どもたちの意見を聞いて進めているのか。 

 →地域の受け皿がない競技もある。十分に整備されていない現状があるが、学校だけでなく、

地域や保護者の方のご協力の下、子どもたちの居場所をつくっていかなければならない。 

（３）教育支援課より 

 ・学校運営協議会は、地域の方が子どもたちについて話をしていく中で「子育て」をしていく 

 大切な場。部活動の地域移行については、学校だけでなく、地域、保護者の方も同じ目線で、

「子どもたちの居場所」作りについて考えてほしい。また、地域のボランティアの募集等、子どもた

ちが地域の担い手になれるような手だてについてぜひ発信していってほしい。 

 

次回 １０月２３日（金）１０：00～（会議室）   


